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恒
例
の
春
の
里
山
山
行
は
、
五
月
二
十
一

日
（
土
）
大
仙
市
の
勝
軍
山
へ
、
十
八
名
が

参
加
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
登
山
を
楽
し
ん
だ
。

　

勝
軍
山
（
三
三
九
・
五
）
ｍ
）
と
は
、
な
ん

と
勇
ま
し
い
名
の
山
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
山

は
保
呂
羽
山
信
仰
で
知
ら
れ
る
大
森
町
と
南

外
の
境
に
あ
る
。 

山
頂
に
あ
る
神
社
に
は
摩

利
支
天
尊
と
い
う
武
士
の
守
り
神
が
祀
ら
れ

「
坂
上
田
村
麻
呂
や
八
幡
太
郎
義
家
以
来
、
多

く
の
戦
の
勝
利
祈
願
さ
れ
る
山
と
し
て
知
ら

れ
る
」
と
い
う
。（
勇
ま
し
さ
を
鼓
舞
す
る
陰

に
は
多
く
の
悲
劇
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
…
。）
旧
佐
竹
藩
の
祈
願
所
で
も
あ
っ
た
。

　

近
年
は
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
か
ら
学

童
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
勝
利
祈
願
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
の
人
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
。

 

登
山
口
の
向
か
い
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化

財
に
な
っ
て
い
る
波
宇
志
別
神
社
の
神
楽
殿

が
あ
る
。

 

こ
の
日
、
神
楽
殿
の
駐
車
場
に
集
合
し
、
今

野
支
部
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
鎌
田
担
当
委

員
か
ら
行
動
の
諸
注
意
と
新
参
加
者
の
紹
介

が
あ
っ
た
。

 

午
前
十
時
、
い
よ
い
よ
登
山
開
始
。
鳥
居
を

潜
り
舗
装
道
路
か
ら
砂
利
の
林
道
へ
入
る
。

 

林
道
は
歩
き
や
す
く
身
も
心
も
軽
や
か
気

分
。
道
脇
に
生
え
て
い
る
ワ
ラ
ビ
を
採
る
人

も
、
ウ
ド
を
見
つ
け
る
人
も
い
て
、
盛
り
上

が
る
。

　

途
中
の
休
憩
時
、
今
野
支
部
長
か
ら
恒
例

の
通
行
手
形
・
バ
ナ
ナ
が
配
ら
れ
、
皆
で
臨

時
の
栄
養
補
給
（
？
）
し
出
発
し
た
が
、
そ

の
後
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
ー
。

　

林
道
が
新
し
く
切
り
開
か
れ
て
延
伸
し
、

そ
れ
が
道
別
れ
し
て
い
て
判
り
づ
ら
い
。
通

常
、
登
山
コ
ー
ス
の
要
所
に
は
案
内
標
識
が

あ
り
、
木
枝
に
赤
い
テ
ー
プ
が
結
ば
れ
目
印

に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
見
当
た
ら

な
い
。

 

先
導
グ
ル
ー
プ
が
「
こ
れ
は
お
か
し
い
」
と

気
づ
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
勝
軍
山
登
山
の

経
験
が
あ
る
人
た
ち
が
多
く
参
加
し
て
い
る

の
で
誰
も
あ
わ
て
な
い
。

 

私
も
「
尾
根
に
上
が
り
、
尾
根
伝
い
に
移
動

す
れ
ば
正
規
の
登
山
道
に
出
ら
れ
る
」
と
自

己
流
に
判
断
し
た
。

 

一
行
は
尾
根
部
ま
で
、
想
定
外
の
道
な
き
急

　
新
緑
の
勝
軍
山
へ　

 

藤
　
田
　
正
　
義
　

春の里山山行

坂
に
挑
み
、
ヤ
ブ
漕
ぎ
を
敢
行
し
た
。「
久
し

ぶ
り
に
ヤ
ブ
漕
ぎ
を
し
た
」「
順
調
に
登
る
よ

り
こ
の
方
が
面
白
い
」
と
言
う
人
も
い
た
。

　

ほ
ど
な
く
道
し
る
べ
で
あ
る
赤
い
リ
ボ
ン

を
見
つ
け
出
し
、
正
規
の
登
山
道
へ
入
る
こ

と
が
で
き
た
。
ヤ
ブ
漕
ぎ
の
お
陰
で
め
っ
た

に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ギ
ン
ラ
ン
に
出

会
っ
た
。

　

や
が
て
道
は
下
り
、
沢
に
清
水
が
流
れ
て

い
て
不
動
明
王
が
建
つ
垢
離
取
場
に
着
く
。

そ
の
水
場
か
ら
坂
を
登
っ
て
行
く
と
新
し
く

開
か
れ
た
林
道
に
出
る
。
林
道
脇
か
ら
参
道

に
向
か
う
入
り
口
に
は
、
秋
田
支
部
が
設
置

し
た
「
勝
軍
山
」
の
案
内
板
が
あ
っ
た
。

　

佐
々
木
顧
問
と
畠
山
秀
雄
さ
ん
が
、
こ
の

林
道
を
車
で
来
て
、
設
置
し
た
と
の
こ
と
。
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六
月
十
二
日
（
日
）、
太
平
山
旭
又
登
山

口
に
集
ま
っ
た
二
十
人
を
超
え
る
山
仲
間
た

ち
。
山
岳
会
や
グ
ル
ー
プ
は
別
で
も
顔
見
知

り
の
面
々
。
今
年
も
秋
田
市
が
募
集
し
た
清

掃
登
山
の
支
援
が
目
的
で
あ
る
。

　

今
回
の
募
集
登
山
者
は
ど
う
い
う
方
々
だ

ろ
う
か
、
新
し
い
出
会
い
に
期
待
し
つ
つ
、

全
員
が
頂
上
に
立
て
る
だ
ろ
う
か
、
不
安
を

持
っ
て
バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
参
加
者
を
待

つ
。

　

秋
田
市
建
設
部
公
園
課
長
か
ら
「
秋
田
県

か
ら
山
の
日
制
定
記
念
バ
ッ
チ
と
ご
み
袋
、

軍
手
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
県
自
然
保
護
課

か
ら
五
名
の
支
援
参
加
が
あ
り
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
登
り
ま
す
」
と
紹
介
さ
れ
、
こ
の
清

掃
登
山
が
「
山
の
日
」
制
定
後
、
初
め
て
の

実
施
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
山
の
日
制

定
に
感
謝
。

　

三
十
四
人
の
参
加
者
は
、
三
班
に
編
成
さ

れ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
を
保
ち
な
が

ら
あ
や
め
坂
を
登
っ
て
ゆ
く
。
標
高
七
〇
〇

ｍ
を
超
え
、
疲
れ
が
出
始
め
る
頃
、
陽
に
照

ら
さ
れ
黄
緑
に
輝
く
ブ
ナ
の
若
葉
に
感
激
。

美
し
く
伸
び
る
幹
の
太
さ
に
も
感
嘆
。

　

程
な
く
御
手
洗
に
到
着
。
冷
水
で
喉
を
潤

し
、
次
の
急
登
に
備
え
た
。

　

登
り
始
め
て
四
時
間
、
遅
れ
が
ち
だ
っ
た

最
後
の
一
人
が
頂
上
着
。
こ
の
方
は
「
毎
週

二
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
る
の

で
、十
分
に
登
れ
る
と
思
っ
た
」
と
の
こ
と
。

こ
れ
が
募
集
登
山
の
難
し
さ
で
あ
る
。

「
山
の
日
」
制
定
に
思
う

　

 

佐
々
木
　
民
　
秀 

　

太
平
山
山
開
き
清
掃
登
山

　
　
「
山
の
日
」
制
定
を
祝
う　

　
三
　
浦
　
真
　
六
　

　

六
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
「
太
平
山
山

開
き
清
掃
登
山
」
は
、
支
部
会
員
等
の
協

力
に
よ
り
、
無
事
終
了
し
た
。
か
つ
て
の

中
高
年
登
山
ブ
ー
ム
以
降
、
参
加
者
の
年

齢
層
も
多
少
若
返
り
、
初
め
て
太
平
山
を

登
る
と
い
う
人
も
多
か
っ
た
よ
う
あ
で
あ

る
。

　

一
般
登
山
者
の
中
に
は
、
遠
く
岡
山
や

静
岡
か
ら
参
加
し
た
人
も
お
り
、
県
外
人

の
人
気
は
相
変
わ
ら
ず
高
い
。

　

日
本
三
百
名
山
や
東
北
百
名
山
、
新
日

本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
、
一
等
三
角
点
も

あ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

秋
田
県
内
に
は
、
登
山
と
し
て
楽
し
め

そ
の
二
人
と
合
流
し
、
全
員
揃
う
。

　

参
道
入
口
は
、
左
の
三
吉
神
社
と
右
の
黒

白
稲
荷
社
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
山
門

の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
石
段
を
登
っ

て
行
く
と
神
馬
社
が
あ
り
、
そ
の
上
が
ケ
ヤ

キ
造
り
の
勝
軍
山
神
社
で
あ
る
。

　

神
社
裏
か
ら
少
し
登
り
、
十
一
時
四
十
五

分
、
二
等
三
角
点
の
あ
る
頂
上
に
到
達
。
こ

こ
で
記
念
の
集
合
写
真
を
撮
る
。

 

こ
の
後
、
神
社
前
に
戻
っ
て
、
皆
の
お
い

し
そ
う
な
顔
が
見
え
る
よ
う
に
車
座
に
な
っ

て
の
昼
食
会
。
お
惣
菜
の
交
換
、
個
人
山
行

の
話
と
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
た
。

　

こ
こ
か
ら
の
見
晴
し
は
良
い
。
出
羽
丘
陵

の
山
々
と
平
鹿
か
ら
仙
北
に
か
け
て
の
平
野

が
望
ま
れ
る
。

　

十
二
時
五
十
分
、下
山
開
始
。帰
路
は
所
々

に
赤
い
リ
ボ
ン
の
補
強
を
行
い
な
が
ら
、
正

規
の
登
山
道
を
下
る
。

　

午
後
一
時
五
十
分
、無
事
駐
車
場
に
到
着
。

こ
こ
で
解
散
と
な
っ
た
が
、
希
望
者
は
、
今

日
、
支
部
友
と
し
て
参
加
し
た
佐
々
木
玲
子

さ
ん
が
勤
務
し
て
い
る
「
南
外
村
民
族
資
料

交
流
館
」
の
見
学
を
し
た
。
昔
懐
か
し
い
写

真
や
農
機
具
、生
活
用
品
が
展
示
し
て
あ
り
、

こ
れ
は
家
に
あ
っ
た
、
こ
れ
で
遊
ん
だ
、
爺

さ
ん
が
使
っ
て
い
た
と
子
供
の
頃
の
話
と
な

り
、
賑
や
か
で
、
大
き
な
お
ま
け
の
つ
い
た

山
行
で
あ
っ
た
。

参
加
者　

今
野
昌
雄　

佐
々
木
民
秀

　
　

福
田
光
子　

柳
田
勇
悦　

鈴
木
裕
子

　
　

鎌
田
倫
夫　

佐
藤
博　

高
橋
忠
雄　

　
　

柴
田
勧　

佐
々
木
長
秀　

佐
々
木
悦
子

　
　

安
藤
金
栄　

藤
田
正
義

　

会
員
外　

畠
山
秀
雄　

柴
田
路
子

　
　

柳
田
ル
イ
子　

佐
々
木
玲
子　

　
　

三
浦
正
弘

　

頂
上
に
鎮
座
す
る
太
平
山
三
吉
神
社
本
殿

で
行
わ
れ
る
「
安
全
登
山
祈
願
祭
」
の
お
祓

い
に
参
加
し
、大
杯
で
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。

　

記
念
撮
影
後
、
ゆ
っ
く
り
休
む
間
も
な
く

午
後
一
時
下
山
開
始
。

　

長
年
踏
ま
れ
、雨
に
洗
わ
れ
た
登
山
道
は
、

木
々
の
根
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。
事
故
は

下
山
の
方
が
多
い
。
躓
か
な
い
よ
う
に
、
石

車
に
乗
ら
な
い
よ
う
丁
寧
に
下
る

　

午
後
四
時
三
十
分
、
旭
又
登
山
口
に
全
員

無
事
に
下
山
し
、
終
了
。

　

こ
の
登
山
に
秋
田
支
部
か
ら
は
、
班
長
、

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
十
二
名
参
加
。
案
内
と

安
全
を
確
保
す
る
主
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

公
益
法
人
と
し
て
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
事
故
な
く
終
了
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
、
解
散
。

秋
田
支
部
参
加
者

　

佐
々
木
民
秀　

三
浦
眞
六　

鈴
木
裕
子

　

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

安
藤
金
栄

　

今
野
昌
雄　

福
田
光
子　

川
口
廣
志

　

大
橋
忠
雄　

長
岡
幸
則　

沢
田
石
一
夫

※
太
平
山
登
山
以
外
に
も
地
域
の
清
掃
登

山
等
に
協
力
、
ま
た
は
実
行
委
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
は
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
会
報
に
掲
載

し
て
、
周
知
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

支
部
の
公
益
的
事
業
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

ブナの木々が美しい御手洗の水場で休憩
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平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
が
、
六
月

二
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
新
宿
区

市
ヶ
谷
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
ビ
ル
開
催
さ
れ
た
。

今
野
支
部
長
出
席
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
、
二
十
八
年
度
事
業
計
画
と

し
て
、
登
山
振
興
、
山
岳
調
査
、
山
岳
環
境

保
全
、
会
員
向
事
業
、
法
人
管
理
等
。
そ
れ

に
伴
う
収
支
予
算
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

　

第
三
号
議
案
の
定
款
・
定
款
施
行
規
則
改

正
に
つ
い
て
は
、
社
会
状
況
に
適
切
に
対
応

出
来
る
柔
軟
な
制
度
と
し
て
、
準
会
員
制
度

が
審
議
さ
れ
、
提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

　

又
、
終
身
会
員
に
つ
い
て
は
、
低
金
利
が

長
期
化
し
て
い
る
状
況
で
は
運
用
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
当
面
の
間
受
け
入
れ
を
停
止

す
る
等
。

（
会
報
「
山
」
七
月
号
参
照
）

会
員
数
情
報　
平
成
二
十
七
年
度
末

　
　

◎
会
員
数
　
　
　
五
〇
二
〇
名

　
　
　

名
誉
会
員　
　
　
　
　

十
一
名

　
　
　

永
年
会
員　
　
　
　

三
六
九
名

　
　
　

終
身
会
員　
　
　
　
　

六
四
名

　
　
　

通
常
会
員　
　
　

四
三
〇
二
名

　
　
　

青
年
会
員
・
他　
　

二
七
四
名

　
秋
田
支
部
会
員
数
　
　
　
五
十
九
名

　
　

 

（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
現
在
）

る
山
は
里
山
も
含
め
百
五
十
山
ほ
ど
あ
ろ

う
。
各
地
域
に
鎮
座
す
る
鎮
守
の
森
・
里
山

は
数
多
い
が
、
今
日
で
は
一
部
を
除
い
て
大

方
忘
れ
去
ら
れ
、
廃
道
化
と
無
縁
神
仏
化
が

進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
崩
壊
し
た
林
道
も
以
前
の
よ
う
に

修
復
は
進
ま
ず
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
過

疎
化
、
そ
れ
に
市
町
村
合
併
な
ど
も
関
係
が

あ
る
よ
う
で
あ
る

　

本
年
か
ら
「
山
の
日
」
が
制
定
さ
れ
、
ス

タ
ー
ト
す
る
。
願
わ
く
は
、
知
名
度
の
高
い

山
々
の
み
に
脚
光
を
浴
び
せ
ず
、古
来
か
ら
、

地
域
の
人
々
と
関
わ
っ
て
き
た
里
山
な
ど
に

も
大
い
に
登
り
、
親
し
ん
で
頂
き
た
い
も
の

と
思
う
。

 

（
秋
田
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行

 

「
山
の
日
情
報
」（
第
二
号
）
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
に
加
筆
）

― 

本
会
総
会
開
催 

―

秋
田
支
部
自
然
保
護
委
員

　
　
　
　
　
二
十
七
年
度
の
活
動

　

秋
田
支
部
の
自
然
保
護
委
員
で
あ
る

　
　

堀
井
副
支
部
長
の
活
動
の
一
部
を
紹
介

◎
「
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
ん
た
ら
め
」

（
秋
田
市
管
理
）

・
六
月
十
六
日(

火)　

太
平
山
前
岳
登
山

　

市
立
中
通
小
学
校
五
年
生
三
十
五
名

・
十
月
二
十
日
（
火
）
太
平
山
前
岳
登
山　

　

秋
田
市
岩
見
山
内
小
学
校
一
年
生
六
名

・
一
月
二
十
七
日(

水)

仁
別
植
物
園
で
、

冬
の
観
察
会
と
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

　

秋
田
市
下
北
出
小
学
校
五
年
生
十
八
名

・
二
月
三
日（
水
）妙
見
山
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

体
験
。

　

秋
田
市
河
辺
中
学
校
一
年
生
三
十
名

◎
秋
田
市
仁
別
国
民
の
森

（
東
北
森
林
管
理
局
管
理
）

仁
別
森
林
博
物
館
案
内
人
の
一
員
と
し

て
仁
別
の
森
来
館
者
に
館
内
案
内
、
自

然
散
策
、
育
樹
作
業
、
ク
ラ
フ
ト
製
作

等
の
指
導
。

　
◎
秋
田
市
仁
別
植
物
園　
（
秋
田
市
管
理
）

　

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

自
然
観
察
員
と
し
て
来
園
者
に
植
物
、
樹

木
等
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

※
支
部
会
員
で
地
域
の
自
然
観
察
会
や
地
域

の
山
行
行
事
に
協
力
し
て
お
ら
れ
る
方
は
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

支
部
の
公
益
的
事
業
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

す
。

先
の
本
会
議
で
、
社
会
状
況
に
適
切
に

対
応
出
来
る
と
し
て
、
準
会
員
制
度
が

可
決
さ
れ
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
秋
田
支
部
で
は
昭
和

四
十
四
年
度
の
総
会
で
、
本
会
の
入
会

金
値
上
げ
に
伴
っ
て
の
入
会
者
減
を
考

慮
し
、
将
来
支
部
に
在
籍
す
る
こ
と
を

条
件
に
と
し
て
、
支
部
準
会
員
制
度
が

提
案
さ
れ
た
が
、
否
決
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
。　
（
佐
々
木
民
秀
支
部
顧
問
談
）

（
昭
和
四
十
四
年
度

秋
田
支
部
総
会
議
案
か
ら
）

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

願
う
鳥
海
山
登
山
に
参
加

五
月
十
五
日
、
鳥
海
山
七
高
山
に
、

四
年
前
に
建
立
さ
れ
た
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
を
願
う
石
柱
を
囲
み
、

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
被

災
者
に
、
思
い
を
寄
せ
る
登
山
が

実
施
さ
れ
た
。

支
部
か
ら
の
参
加
者
は
次
の
通
り
。

今
野
昌
雄　

真
坂
洋
一

三
浦
俊
雄　

佐
藤
助
雄

余　

談



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

◎
二
月
一
日
、
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
の

ご
案
内
を
三
十
二
支
部
及
び
本
会
へ
発
送
。

会
報
「
山
」
へ
の
掲
載
原
稿
（
実
施
要
項
）

を
送
信
。

◎
一
月
四
日
、
本
会
か
ら
の
補
助
金
に
関
す

る
二
十
八
年
度
事
業
計
画
を
本
会
に
提
出
。

　
◎
二
月
十
八
日
、
本
会
か
ら
の
補
助
金
に
関

す
る
二
十
七
年
度
支
部
事
業
報
告
、
並
び
に

支
部
決
算
報
告
を
（
領
収
書
を
添
付
）
本
会

に
提
出
。

◎
三
月
二
十
五
日
、
支
部
「
山
の
日
」
事
業

に
つ
い
て
本
会
に
提
出

◎
四
月
十
二
日
、
本
会
に
「
日
本
山
岳
会
支

部
に
関
す
る
規
程
第
十
二
条
」
に
基
づ
く
報

告
を
提
出
。（
総
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
、

議
案
を
添
付
し
て
報
告
す
る
も
の
）

◎
四
月
二
十
五
日　

東
北
・
北
海
道
地
区
集

会
参
加
者
六
十
三
名
、
秋
田
支
部
参
加
者

二
十
一
名
に
、
日
程
表
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

会
費
納
付
書
等
郵
送
。

・
会
報
九
十
七
号

　

春
の
里
山
山
行
実
施
日

　

五
月
二
十
三
日
（
土
）
を
加
え
る

 

会
務
報
告

◎
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
会
議

○
四
月
十
八
日(

月)　

午
前
九
時
か
ら
泉 

　

コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。

・
集
会
参
加
者
へ
の
通
知
、
会
費
納
付
書
等

　

の
送
付
に
つ
い
て
協
議
。

・
同
封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
手
配
等
。

出
席
者　

今
野
昌
雄　

鈴
木
裕
子　

　
　
　
　

三
浦
眞
六　

佐
々
木
長
秀

○
五
月
十
九
日(

木)　

午
前
九
時
か
ら
泉

　

コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
。

・
班
編
成
及
び
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
。

・
現
地
調
査
等
に
つ
い
て
。

出
席
者　

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

三
浦
眞
六

　
　

佐
々
木
長
秀　

堀
井
弘　

鎌
田
倫
夫　

　
　

佐
藤
博　

安
藤
金
栄

○
五
月
二
十
六
日(

木)

・
北
秋
田
市
阿
仁
・
森
吉
両
総
合
セ
ン
タ
ー

　

訪
問
。
集
会
の
記
念
講
演
、
民
俗
芸
能
の

　

依
頼
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
恵
送
の
依
頼
。

・
北
秋
田
市
長
へ
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
依
頼
。

・
森
吉
山
荘
と
の
打
ち
合
わ
せ
。

　

集
会
場
・
宿
泊
・
懇
親
会
・
横
断
幕
・
マ

　

イ
ク
等
の
依
頼
。

出
席
者　

今
野
昌
雄　

三
浦
眞
六　

　
　
　
　

佐
々
木
長
秀　

 

○
六
月
十
七
日
（
金
）
泉
コ
ミ
セ
ン

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
宿
泊
・
懇
親
会
席
順
、
タ

　

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議
。

出
席
者　

今
野
昌
雄　

鈴
木
裕
子　

　
　
　
　

三
浦
眞
六　

佐
々
木
長
秀

○
六
月
二
十
日(

月)

森
吉
山
荘
で
打
ち
合

　

わ
せ
。

・
館
内
見
学
・
懇
親
会
場
テ
ー
ブ
ル
配
置
等
。

出
席
者　

鈴
木
裕
子　

石
川
祐
子

○
七
月
十
六
日(

土
）
交
流
山
行
Ｂ
コ
ー
ス
・

　

桃
洞
沢
を
下
見
。

・
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
か
ら
桃
洞
滝

　

ま
で
を
往
復
。

・
森
吉
山
荘
連
絡
事
項
確
認

参
加
者　

今
野
昌
雄　

三
浦
真
六　

柴
田
勧

　
　

鈴
木
裕
子　

佐
藤
博　

石
川
祐
子

○
七
月
二
十
三
日(

土) 

交
流
山
行
Ｂ
コ
ー

　

ス
・
森
吉
山
登
山
下
見
。

・
ゴ
ン
ド
ラ
乗
車
・
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
か
ら

　

山
頂
ま
で
を
往
復
。

参
加
者　

今
野
昌
雄　

堀
井
弘　

鎌
田
倫
夫

　
　

佐
藤
博　

安
藤
金
栄　

佐
々
木
長
秀

　
　

藤
田
正
義　

鈴
木
裕
子　

石
川
祐
子

　
　

柴
田
勧

◎
第
一
回
役
員
会

七
月
二
日(

土)　

午
前
九
時
か
ら
泉
コ

ミ
セ
ン
で
開
催
。

・
第
三
十
二
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
に

　

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。

・
役
割
分
担
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
懇

　

親
山
行
の
班
編
成
・
リ
ー
ダ
ー
等
の
確
認
。

・
送
迎
及
び
配
車
の
確
認
。

・
講
演
会
及
び
民
俗
芸
能
の
資
料
確
認
。

・
参
加
支
部
会
員
へ
の
連
絡
等
。

出
席
者　

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

三
浦
眞
六

　
　

佐
々
木
長
秀　

鎌
田
倫
夫　

佐
藤
博

　
　

安
藤
金
栄　

藤
田
正
義　

石
川
祐
子

　
　

高
橋
忠
雄　

柴
田
勧

 

行
事
参
加
報
告

太
平
山
遭
難
救
助
協
力
員
を
登
録

◎
秋
田
県
山
岳
連
盟
総
会

　

四
月
二
十
四
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

イ
ヤ
タ
カ
で
開
催
。

役
員
・
代
議
員
（
八
名
）
出
席
。

・
二
十
七
年
度
事
業
報
告
決
算
承
認
、

二
十
八
年
度
事
業
計
画
予
算
案
等
の
審

議
承
認
。

・
役
員
改
正　

支
部
関
係
者
は
次
の
と
お
り

顧
問　

高
橋
守　

真
坂
洋
一　

今
野
昌
雄

理
事　

小
野
信
也　

三
浦
俊
雄　

佐
藤
助
雄

　
　
　

長
岡
幸
則

監
事　

高
橋
洋
二

支
部
関
係
出
席
者　

今
野
昌
雄　

小
野
信
也

　

三
浦
俊
雄　

高
橋
洋
二

◎
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
総
会

　

六
月
三
十
日(

木)

、
六
時
三
十
分
か
ら

赤
沼
・
三
吉
神
社
で
開
催
。
九
団
体
十
三
名

出
席
。
二
十
七
年
度
事
業
・
決
算
の
報
告
、

二
十
八
年
度
の
事
業
、
予
算
等
を
審
議
・
承
認

　

役
員
改
選　

支
部
関
係
者
は
次
の
通
り

　

会
長　

佐
々
木
民
秀

支
部
関
係
出
席
者　

佐
々
木
民
秀　

堀
井
弘

　

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
の
太
平
山
遭
難
救

助
協
力
員
（
平
成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
）

と
し
て
次
の
会
員
を
登
録
。

秋
田
支
部
登
録
者

　

佐
々
木
民
秀　

鎌
田
倫
夫　

安
藤
金
栄

　

柴
田
勧　

今
野
昌
雄　

三
浦
眞
六

　

堀
井
弘　

鈴
木
裕
子

他
団
体
か
ら
の
登
録
者

　

若
月
寿 

打
矢
道
夫 

佐
藤
博 

福
田
光
子

　

長
岡
幸
則　

石
川
祐
子　

大
橋
忠
雄　

　

川
口
廣
志　

 

事
務
報
告訂

　
正


